
平成 29 年度 10 月入学 平成 30 年度４月入学 
東京農工大学大学院工学府 博士前期課程（修士）学生募集要項 

請求方法について 
 
 
 
交付時期 平成２９年４月７日（金）から小金井地区事務部学生支援室      

入学試験係の窓口にて交付 
       （土日、祝日を除く 8：30～17：15） 

 
 
出願期間  平成２９年６月１日（木）から７月２１日（金）まで 

       窓口受付時間 8：30～12：00，13：00～17：15 
（土日、祝日を除く） 

 
※ 筆答試験免除を志望する方は、平成２９年６月１日（木）から 

６月７日（水）までの間に出願してください。 
※ やむを得ず持参出来ない方は、郵送による手続も認めます。郵送 

の場合は、出願期間内必着とします。 
 

     
試 験 日  平成２９年８月１７日（木）、１８日（金） 
 
 
 募集要項の郵送を希望される方は、返信用封筒（角形２号・Ａ４サイズ）に切

手（普通便２５０円・速達便５３０円）を貼って、下記の問い合わせ先までご請求

ください。 
なお、請求の際は、宛名の横に「博士前期課程募集要項請求」と朱書きしてくだ

さい。 
 
 
 

【ご請求及びお問い合わせ先】 
 
〒184-8588 
東京都小金井市中町２－２４－１６ 
東京農工大学小金井地区事務部学生支援室入学試験係 
電話 042-388-7014（土日・祝日を除く 8：30～17：15） 
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この募集要項は工学府の博士前期課程についてのものである。専門職大学院を志望する者は、産業技術専攻の
募集要項（別冊）を参照すること。

1．募集人員

2．出願資格
次の各号のいずれかに該当する者とする。

一般入試の出願資格
（1）大学を卒業した者及び入学する月（10月又は 4 月）の前までに卒業見込みの者。
（2）学校教育法第 104 条第 4 項の規定（大学改革支援・学位授与機構）により学士の学位を授与された者及

び入学する月（10月又は 4 月）の前までに学士の学位を授与される見込みの者。
（3）外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者及び入学する月（10月又は 4 月）の前まで

に修了見込みの者。
（4）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当該外国の学校教

育における16 年の課程を修了した者及び入学する月（10月又は 4 月）の前までに修了見込みの者。
（5）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了した

とされるものに限る。）を有するものとして、当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設
であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び入学する月（10月又は 4 月）の
前までに修了見込みの者。

（6）外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係機
関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに
限る。）において、修業年限が三年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授
業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位
置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて位置付けられた教育施設であって前号の指定
を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者及び入
学する月（10月又は 4 月）の前までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者。

（7）専修学校の専門課程で、文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者
及び入学する月（10月又は 4 月）の前までに修了見込みの者。

（8）文部科学大臣の指定した者。
（9）個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、入学する月の１

日現在 22 歳に達した者。

学部３年次学生を対象とする特別入試の出願資格
（10）平成 30 年 3 月 31 日時点で大学に 3 年以上在学する見込みの者、又は外国において学校教育における15年

の課程を修了し、本学府が所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者。ただし、平成 30 年 3
月卒業見込みの者を除く。（ 4 月入学のみ）

社会人特別入試の出願資格
（11）各種研究機関、教育機関又は企業等に 1 年以上勤務した経験がある者、又は勤続 1 年以上（満 1 年を含

む）の者で、上記（1）〜（8）のいずれかに該当する者。

平成29年度10月入学・平成30年度 4 月入学
東京農工大学大学院工学府　博士前期課程　学生募集要項
（学部 3 年次学生を対象とする特別入試・社会人特別入試を含む）

募　集　人　員

58 名

78 名

70 名

26 名

66 名

42 名

340 名

生 命 工 学 専 攻

物質応用化学専修

応用化学専攻   有機材料化学専修

システム化学工学専修

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻

物 理 シ ス テ ム 工 学 専 攻

電 気 電 子 工 学 専 攻

情 報 工 学 専 攻

計

専　　攻　　名
平成30年４月平成29年10月

若干名

若干名

若干名

募集しない

募集しない

若干名

若干名

募集しない

募集しない



（注意事項）
※「出願資格（9）」に該当する者は出願の前に個別入学資格審査を行う（P. 7 参照）。
※「出願資格（10）」に該当する者は出願の前に事前審査を行う（P. 8 参照）。
※「出願資格（1）、（2）」の者及び「出願資格（11）」のうち「出願資格（1）又は（2）」に該当する者で、平成 30 年 3 月

卒業見込みの者は、筆答試験免除を志望することができる（ 4 月入学のみ）。ただし、本学府を第一志望とする者
に限る。筆答試験免除志望者は志望指導教員へ事前に連絡すること。

3．出願期間
平成 29 年 6 月 1 日（木）から 7 月 21 日（金）まで（土日・祝日を除く）

窓口受付時間： 8 ：30 〜 12：00、13：00 〜 17：15

※ 筆答試験免除を志望する者は、平成 29 年 6 月 1 日（木）から 6 月 7 日（水）までの間に出願すること。
※やむを得ず持参出来ない者は、郵送による手続きも認める。郵送の場合は、出願期間内必着とする。

4．出願手続
郵送で出願する場合は書留郵便（速達）とし、封筒の表に「工学府博士前期課程入学願書在中」と朱書きする

こと。その際、受験票送付用として返信用封筒（郵便番号、住所、氏名を明記し、362 円分の切手を貼った長形
３号封筒）を必ず同封すること。

（1）出願書類等一覧
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出 願 書 類 注 　 　 意 　 　 事 　 　 項

志 願 票 ･ 写 真 票
（所定用紙）

入 学 検 定 料
（本学所定の入学検定料

払込用紙により払込）

卒 業 （ 見 込 ）証 明 書

入学検定料納付確認票

外部テストのスコアシート

成 　 績 　 証 　 明 　 書

学位授与（申請予定）証明書

写真票には、脱帽上半身（タテ4cm×ヨコ3cm）の出願以前３ヶ月以内に撮影した写
真を貼付すること。「志望する指導教員」の氏名欄には、本要項（p.11〜26）に記載
されている担当教員名を記入すること。
【注】外国人留学生は、志願票の所定欄に、国費奨学金支給延長申請予定の有無について○印で

回答すること。

30,000円
本学所定の入学検定料払込用紙により郵便局・ゆうちょ銀行で払込のうえ、受付局
日附印を押した「振替払込受付証明書」を受け取り、「入学検定料納付確認票」の所
定位置に貼り付けること。なお、「振替払込請求書兼受領証」をもって本学の受領証
書とするので、大切に保管のこと。
※「振替払込受付証明書」の受付局日附印の押印で入学検定料納付を確認するので、入学
検定料の納付は郵便局・ゆうちょ銀行の受付窓口での払込に限る。（ＡＴＭは使用不可）
ただし、国費外国人留学生は入学後の奨学金支給延長の決定後、入学試験係まで連
絡すること。

（本学所定様式）振替払込受付証明書を貼り付けてください。

出身大学長又は学部長の作成したもの。出願資格（10）の者または本学卒業見込の
者は提出不要。

① 以下のうちいずれか１つのスコアシートの原本及びコピーを出願時に提出
・TOEIC 公開テストのOfficial Score Certificate（公式認定証）
・TOEIC−IPテスト（本学実施に限る）のInstitutional Program (IP) Score Report（個人成績表）
・TOEFL−iBTのExaminee Score Report（受験者用控えスコア）
・TOEFL−PBTのExaminee Score Report（受験者用控えスコア）
・TOEFL−ITP（本学実施に限る）のExaminee Score Report（受験者用控えスコア）
② 2015年 4 月 1 日以降に受験しているものを有効とする。
③ スコアシートは合格判定の一部として利用する。
④ 持参による出願の場合、スコアシート原本は確認のうえ、その場で返却する。

郵送による出願の場合、スコアシート原本は受験票と共に返送する。
⑤ 一度提出したスコアシートの差し替えは認めない。
⑥TOEIC・TOEFLのスコア換算については、（2）TOEIC・TOEFLスコア換算表
を参照。

注1）外部スコアシートを提出しても英語科目の受験は必要となります。

出身大学等が作成したもの。本学卒業見込の者は提出不要。

出願資格（2）に該当する者のみ提出。
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東京農工大学小金井地区事務部学生支援室入学試験係
〒184−8588 東京都小金井市中町2 − 24 − 16 TEL 042−388−7014

（3）提出及び問い合わせ先

（2）TOEFL・TOEICスコア換算表

現在行っている（行いたい）研究の概略を明記した志望理由を記入し提出すること。
※外部テストのスコアを下段に記入

社会人特別入試（出願資格（11））に出願する者のみ提出すること。様式随意とし、在
職中の業務内容の概略を記載したもの（1, 000字程度）の他に、研究論文、技術報告書、
特許・実用新案等がある場合、その業績を示す文書等の写しも併せて提出すること。

必要事項を記入すること。提出後、住所等の変更があった場合は、速やかに入学試
験係まで連絡すること。

社会人特別入試（出願資格（11））に出願する者のみ提出すること。

外国人志願者は、住民票の写し（国籍等、在留資格、在留期間及び在留期間の終了
の日が記載されたものに限る。）を提出すること。

①日本留学試験において受験を課す教科は日本語のみです。（数学、理科等の受験は
不要）
②成績通知書の原本及びコピーを出願時に提出すること。
③2016年 6 月以降に受験しているものを有効とする。但し、2017年 6 月の試験を受
験し、出願期間内に成績通知書の提出が出来ない場合は、日本留学試験を受験した
ことが分かるもの（試験申込書のコピー等）を提出すること。その後、本学の指定
する期日までに成績通知書を入学試験係に提出する。
④持参による出願の場合、成績通知書原本は確認のうえ、その場で返却する。
郵送による出願の場合、成績通知書原本は受験票と共に返送する。

在 　 職 　 証 　 明 　 書

住 民 票
（外国人志願者のみ提出）

日本留学試験の成績通知書
（外国人志願者のうち日本
以外の国の大学を卒業し
た者又は卒業見込みの者）

宛 名 票
（所定用紙）

志 望 理 由 書
（所定用紙）

業 務 ・ 業 績 報 告 書

TOEFL
PBT・ITP
673-677
670
667

660-663
657

650-653
647

640-643
637

630-633
623-627
617-620
613

607-610
600-603
597

590-593
587

580-583
577

TOEFL
iBT
120
119
118
117
116

114-115
113

111-112
110
109

106-108
105

103-104
101-102
100
98-99
96-97
94-95
92-93
90-91

TOEIC
公式・IP

990
990
990
990
990
990
990
990
980
965
950
925
910
900
880
865
850
836
820
805

TOEFL
PBT・ITP
570-573
567
563

557-560
553
550
547

540-543
537
533

527-530
523
520
517
513

507-510
503
500
497
493

TOEFL
iBT
88-89
86-87
84-85
83

81-82
79-80
77-78
76

74-75
72-73
71

69-70
68

66-67
65
64

62-63
61

59-60
58

TOEIC
公式・IP

800
780
770
750
740
730
720
700
690
680
665
650
645
635
625
610
600
590
580
565

TOEFL
PBT・ITP
487-490
483
480
477

470-473
467
463
460
457

450-453
447
443

437-440
433
430

423-427
420
417

410-413
407

TOEFL
iBT
57
56

54-55
53
52
51

49-50
48
47

45-46
44
43

41-42
40
39
38

36-37
35
34
33

TOEIC
公式・IP

550
540
530
520
500
490
480
470
460
445
435
420
410
400
385
370
350
345
330
315

TOEFL
PBT・ITP
400-403
397

390-393
387

380-383
377

370-373
363-367
357-360
353

347-350
340-343
333-337
330

323-327
317-320
313
310

TOEFL
iBT
32

30-31
29
28

26-27
25
24
23
22
21

19-20
18
17
16
15
14
13
0-12

TOEIC
公式・IP

300
290
270
260
250
230
215
200
180
160
150
130
110
100
80
60
50
35
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生 命 工 学 専 攻

物質応用化学専修

有機材料化学専修

システム化学工学専修

機械システム工学専攻

物理システム工学専攻

電 気 電 子 工 学 専 攻

情　報　工　学　専　攻

英語

なし

なし

なし

英語

ライフサイエンス

数学、化学、志望専攻に関する専門科目（及び関連科目）

数学・化学又は物理（基礎・専門）

数学、化学、志望専攻に関する専門科目（及び関連科目）

数学、物理、志望専攻に関する専門科目（及び関連科目）

数学・物理

電気電子工学基礎、志望専攻に関する専門科目（及び関連科目）＊注

数学、情報基礎、志望専攻に関する専門科目（及び関連科目）

口 述 試 験
外国語

筆 　 　 答 　 　 試 　 　 験

基礎科目及び専門科目

志 望 専 攻

に 関 す る

専 門 科 目

（ 及 び 関 連

科目）

専　　　攻

試 験 科 目

（2）筆答試験及び口述試験による入試

①　学力検査（筆答試験及び口述試験）科目

＊注　電気電子工学基礎は、電気回路、電磁気、解析学・線形代数から、また、専門科目は電子回路、電子材料・デバイス、

論理回路・信号処理基礎から出題する。

応
用
化
学
専
攻

5．選抜方法
入学者の選抜は、学力検査（筆答及び口述）、出身大学の成績証明書、外部テストのスコアあるいは業務・業

績報告書（出願資格眥に該当する者）等を総合して行う。

ただし、筆答試験免除を志望する者に対しては口述試験と出身大学の成績証明書の両方を総合して行う。

（1）　筆答試験免除による入試（平成 30 年度 4 月入学者のみ）

①　筆答試験免除を志望する場合には、成績証明書あるいは、業務・業績報告書（社会人特別入試（出願資

格眥）に該当する者）に基づき筆答試験免除の資格判定を行う。

有資格と判定された者は③の口述試験を受験すること。

有資格者とならなかった者は、（２）の「筆答試験及び口述試験による入試」を受験することができる。

②　資格判定の結果

本学工学部に在学する者は各専攻・専修にて 6 月 16 日（金）に周知する。

本学工学部に在学する者以外は 6 月 16 日（金）に本人宛に郵送する。

③　口述試験　平成 29 年 7 月 3 日（月） 場所　本学小金井キャンパス

※集合時間等については、別途通知する。

④　口述試験の結果については、 7 月 7 日（金）に発送する。

この結果、合格内定とならなかった者は、（２）の「筆答試験及び口述試験による入試」を受験すること

ができる。

⑤　合格者は、平成 29 年9 月 8 日（金）午後 1 時 30 分に「筆答試験及び口述試験による入試」の合格者と併せ

て発表する。

































研　　　　　究　　　　　内　　　　　容主要教育研究分野 担当教員名
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量子系工学専修
量 子 機 能 工 学

原 子 過 程 工 学

半 導 体 量 子 工 学

量 子 ビ ー ム 工 学

量 子 光 工 学

量 子 電 子 工 学

複 雑 系 工 学 専 修
高 次 機 能 工 学

超 伝 導 工 学

磁 気 物 性 工 学

有 機 電 子 工 学

物理情報コミュニケーション学

森 下 義 隆

生 嶋 健 司

鵜 飼 正 敏

畠 山 　 温

前 橋 兼 三

箕 田 弘 喜

室 尾 和 之

三 沢 和 彦

宮 地 悟 代

村 山 能 宏

柳 澤 実 穂

内 藤 方 夫
＊H31.３退職予定

山 本 明 保

香 取 浩 子

嘉 治 寿 彦

森　　 祐希子

光や電子、磁気の機能を集積した３次元ナノ構造（磁性体や半導体の
量子ドット構造、フォトニック結晶やそれらを組み合わせた人工構造）
の作製・評価と応用に関する研究。

量子物性と極限計測。特に、量子ドット、量子ホール電子系、超伝導微
小接合における電子輸送現象。これら量子デバイスの基礎研究を通して
質的に新しい計測技術を開拓し、物理の枠を超えた応用展開を狙う。

原子・分子・クラスターなどの関与する光イオン化・光解離・正負電荷
再結合・化学反応動力学における超励起状態の特質と役割についての、
原子・分子物理学的・放射線物理学的な側面からの研究と、その応用。

レーザー分光、レーザースピン偏極、レーザー冷却をベースとした原
子・分子・光物理学の実験的研究。特に、原子−表面相互作用の基礎
研究と、それに基づく原子の精密計測や量子制御への応用研究を行う。

カーボンナノチューブやグラフェンといったナノカーボンの合成、お
よび、それらを用いた新機能ナノ量子デバイスの作製、さらに、高感
度バイオセンサーの開発を行っている。

生体高分子をはじめ様々なナノスケール材料が、ガス雰囲気下や溶液
中などの実環境下で発現する機能と構造との関係を明らかにする。そ
のために、実環境でのナノ構造の高精度観察を可能にする電子顕微鏡
装置や電子顕微鏡法の開発を行う。

レーザー物理工学、特に光の非古典的量子状態の量子相関の物理的研
究、および光の量子性を利用した非古典的分光計測への応用。

フェムト秒領域において、超短パルス光の位相で凝縮系の物性を量子
力学的に制御する、新しい学問領域を開拓する。この量子力学的制御
技術を応用して、フォトニックデバイス、光化学反応制御、分子イメ
ージングなどへの展開をはかる。

高機能な光量子の発生・制御、および利用による次代の光科学技術基
盤の創出を目的とした先端レーザー開発とその応用に関する研究。特
に、高強度な超短パルスレーザーによるナノプロセッシング技術基盤
の確立を目指す。

ソフトマター物理学、生物物理学の実験的研究。生体高分子の一分子
観測、操作。ミクロ、マクロを問わず、やわらかいものが引き起こす
現象の解明と新しい観測、操作技術の開発。

細胞モデルを用いた実験から生命現象へ物理的に迫る研究。柔らかな
膜で覆われたミクロ空間内に閉じ込められたタンパク質などの生体高
分子が示す相転移現象の追求と、その医学・薬学への応用。

超伝導材料の物質科学・物性科学に関する実験的研究。特に、薄膜合
成を用いた新超伝導体の材料探索、高温超伝導の発現機構解明を行う。

超伝導材料の物質科学・物性科学・応用に関する実験的研究。特に、
高温超伝導材料を用いた新しい強力磁石の開発を行う。

磁性体で生じる相転移現象の実験的研究。特に、フラストレーション
を内在する物質において、スピン・格子・電荷などの自由度の複雑な
絡み合いの結果生じる相転移現象の学理を追求するとともに、それに
付随する機能の開拓を目指す。

有機材料の電子物性・光物性に関する実験的研究。特に有機材料を半
導体に用いた電子素子や太陽電池の研究と、そのための薄膜成長や結
晶性、ナノ構造の制御の研究。

映像による情報コミュニケーションという観点から、演劇と映画を、
映像表現技法の発展・変化、観客との関係、作品の文化的背景と時代
性等を軸に研究する。

物理システム工学専攻
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電気電子システム工学専修
基 礎 電 子 工 学

パワーエレクトロニクス

電気エネルギー変換工学

電子デバイス工学

電子機能集積工学

光エレクトロニクス

環境エネルギー工学

電子情報コミュニケーション学

鮫 島 俊 之   

鴆 明 聡

涌 井 伸 二

飯 村 靖 文

須 田 良 幸
＊H30.３退職予定

白 樫 淳 一

久 保 若 奈

上 野 智 雄

清 水 大 雅

高 木 康 博

田 中 洋 介

長 坂 　 研

岡 野 一 郎

結晶及びアモルファス薄膜の物性研究、絶縁膜の低温形成、電子デバ
イス素子（薄膜トランジスタ等）に関する研究。

熱電変換素子群の故障診断および故障耐性制御システムの構築、ス
マート材料によるアクチュエータとマイクロハンドなどの非線形補
償に関する研究。

メカトロ機器のための制御理論開発とその応用研究。具体的に、ステ
ージ、磁気軸受、アクティブ除振装置、振動センサを対象としたDSP
による制御技術の研究

フラットパネルディスプレイに関する研究開発を行う。特に液晶ディ
スプレイを中心に研究を進めるが、その他有機材料を用いた発光素子
及びアクティブ素子等の研究開発も行う。

Si系 MBEおよび環境軽負荷型スパッタエピタキシー技術、ナノスケ
ールの Si系先進素子（FET系高速２次元素子、高速量子トンネル効
果素子、量子ドット光素子、単電子素子、不揮発性高密度メモリ、高
感度センサー）・プロセス技術の研究開発。

走査型プローブ顕微鏡（ＳＰＭ）を用いた新しい超微細ナノスケール加
工技術に関する研究開発（ナノテクノロジー）と、新しい機能を付加し
た単電子系ナノスケールデバイスの研究開発（ナノエレクトロニクス）。

光制御を実現するプラズモニック・メタマテリアルを利用し、光電変
換デバイスや光機能性素子を開発する研究を行う。ナノテクノロジー
技術を駆使した無機ナノ構造体の作製、太陽電池や光学素子などの設
計と評価を行う。

新材料・新プロセス技術の構築を中心とした、次世代超高集積デバイ
ス基盤技術に関する研究。ラジカルを用いた薄膜低温形成、有機EL
材料を用いた光電子デバイスの開発など。

半導体、磁性体、あるいは複合材料の研究、及び、それらの新奇光エ
レクトロニクス素子・磁気光学素子・スピントロニクス素子等への応
用に関する研究。材料の特性評価、素子の設計・作製・評価を行う。

光の並列性を生かした新しい光エレクトロニクス技術として、三次元
ディスプレイを中心とした三次元カメラ、三次元画像処理プロセッサ
ーや人間工学的評価などの研究、ナノ構造を有する光学素子の製造法
やその応用について研究を行う。

多機能高速光情報処理、高機能光計測システムの構築、要素デバイス、
並びにデータ処理技術に関する研究。

環境エネルギー工学におけるインテリジェント手法の適用（特にニュー
ラルネットワーク等）、エネルギー需要予測、電力自由化、風力・太陽
光・マイクロ水力発電を中心としたマイクログリッド、スマートグリ
ッド、省エネに関する研究。

社会情報学、社会システム理論、コミュニケーション論。

電気電子工学専攻
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電子メディア工学専修
通信システム工学

知能システム工学

電 磁 波 工 学

医 用 情 報 工 学

画 像 情 報 工 学

電子情報コミュニケーション学

梅 林 健 太

鈴 木 健 仁

藤 吉 邦 洋

宇 野 　 亨

有 馬 卓 司

清 水 昭 伸

瀧 山 　 健

田 中 聡 久

飛 嶋 隆 信

無線通信ネットワーク、高効率・高信頼な無線通信のための信号処
理・リソース制御、複数アンテナを用いた無線通信用高度信号処理、
コグニティブ無線技術、物理レイヤセキュリティ、テラヘルツ・ナノ
デバイス用無線通信の研究開発。

テラヘルツ波帯アンテナ、テラヘルツ光極限物質、テラヘルツメタマ
テリアル、超高感度テラヘルツ偏光計測、テラヘルツ波超高速無線通
信システム、テラヘルツ応用システムの研究。

VLSI（超大規模集積回路）設計に応用される組合わせアルゴリズム
論、及びVLSI設計用CADの開発。特にメタグリッド方式の基礎理論
とその応用開発研究。

電磁波逆散乱問題（物体形状同定、媒質推定、電磁放射源のイメージ
ング、遺跡探索レーダ等）。移動体通信用アンテナ及び人体との相互
作用。数値電磁解析法の研究。

計算機を用いた数値電磁解析に関する研究。効率的な数値電磁解析手
法の開発に関する研究。電磁波に対する新媒質の開発に関する研究。
特殊媒質中の電磁波の振る舞いに関する研究。

多次元信号処理、確率論や最適化理論に基づく画像処理、並列型画像
処理、パターン認識に関する研究。また、これらの研究成果を応用し
た医用画像の診断支援システムの開発と評価。

運動学習・運動制御の脳内メカニズムの解明と、運動能力が向上する
ための効果的なトレーニング方法の提案。脳を模擬した数理モデルの
構築、ヒトを対象とした行動実験を主な研究手法とし、脳波計を用い
た脳活動計測や機械学習も今後研究手法として取り入れていく。

信号処理の基礎研究（基礎信号処理、統計的信号処理、適応信号処理）。
ブレイン・マシン・インタフェースや神経科学のための脳信号処理。ま
た、画像、音声・音響、通信、生体への応用。

技術や社会と造形芸術との関係、芸術における「近代」の問題、現代
生活におけるイメージやデザインの研究。
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情報工学専修
アルゴリズム工学

先端基盤ソフトウェア学

コンピュータシステム工学

シ ス テ ム 情 報 学

認 識 制 御 工 学

情報ネットワーク工学

メディア対話工学

知能メディア処理工学

仮想環境創造工学

金 子 敬 一

宮 代 隆 平

並   木    美太郎
（ 協 力 教 員 ）

山 田 浩 史
（ 協 力 教 員 ）

杉 浦 慎 哉

藤 波 香 織

藤 田 桂 英

近 藤 敏 之

清 水 郁 子

山 井 成 良

中 條 拓 伯

中 川 正 樹

堀 田 政 二

藤 田 欣 也

プログラミング言語処理系の耐故障化や高速化、相互結合網の位相構
造の設計や経路選択算法の開発、プログラムの部分計算および並列実
行、マルチメディア教育などに関する研究。

数理計画、離散最適化、アルゴリズム、数理工学、実社会に現れる最
適化問題の数理モデリングおよび最適化。

ＯＳ・言語処理系・ウインドウシステムなどのシステムソフトウェ
ア、組み込みシステム、ネットワーク、WebComputing、並列分散
処理、モバイル・ユビキタスコンピューティング、XML。

オペレーティングシステム、仮想化技術、並列分散処理システム、シ
ステムソフトウェアに軸足を置いたクラウドコンピューティングおよ
びディペンダブルコンピューティング。

無線通信ネットワーク（無線分散ネットワーク、車車間通信システム、
セルラーシステム等）におけるディジタル通信処理・符号化技術に関
する研究。

センサやweb等から得られるデータによる実世界情報の認識・利用手
法やその基盤システムに関する研究。情報の効果的・効率的な取得の
ためのヒューマン・コンピュータインタラクション手法に関する研究。

知的エージェント、マルチエージェントシステム、自然言語処理、デ
ータマイニング、複雑ネットワーク解析、ナレッジマネージメントを
中心とした知能情報処理および人工知能に関する研究分野。

生物の環境認知・適応・運動学習メカニズムの構成論的解明とその工
学的応用に関する研究。自律分散システム、ロボティクス、ブレイン
コンピュータ・インタフェース、リハビリ医工学。

コンピュータビジョン、ロボットビジョン、３次元画像処理、画像処
理技術を応用した情報支援システムなどに関する研究。

インターネットアーキテクチャ、ネットワークセキュリティなど、イ
ンターネットを含む大規模（分散）システムの構成・管理・運用・評
価に必要な技術の研究。

計算機アーキテクチャ、並列処理、高性能プロセッサ、ＬＳＩ設計、
システム設計、ハイパフォーマンスコンピューティング。

ヒューマンインターフェース、文字・図形などのパタン認識、日本語
処理、手書きインターフェース、教育工学。

画像やビデオ等のマルチメディアコンテンツの検索や認識に関する研
究。クラスタリングを利用した大量のデータの効率的なブラウジング
手法に関する研究。

遠隔共有仮想空間と音声チャット、触覚の遠隔伝送、仮想空間歩行、
遠隔共同学習などバーチャルリアリティとオンラインコミュニケーシ
ョンに関する研究。

情報工学専攻
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人 工 知 能 工 学

自 然 言 語 情 報 学

数 理 情 報 学

渡 辺 　 峻

篠 原 和 子

宇 野 良 子

原 　 伸 生

村   田   実貴生

情報理論の観点による情報通信や情報セキュリティ技術に関する理論
的な研究

認知言語学、メタファー理論（概念メタファー、イメージメタファー、
メタファーの身体的基盤）、空間認知と言語。

自然言語のダイナミズムの認知言語学的分析（時制・様相・新造語・
擬態語等）と、人工言語を用いた進化言語学的実験を通じた、文法に
よる視点追跡・共有の機構の研究。

正標数の代数幾何学と可換代数。とくに、正標数に固有のフロベニウ
ス射の振る舞いを用いた代数多様体とその特異点の研究。

微分方程式の離散化と超離散化およびその解析。超離散化の手法によ
る可積分セル・オートマトンの研究。パンルヴェ方程式とその拡張の
研究。
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微細加工技術により作製した新規ナノ・マイクロ材料
やナノプローブ計測技術を駆使し、生きた細胞を解
析・操作する「ナノ細胞工学」という新しい科学技術
体系の確立を目指す。開発した技術によりがん細胞や
免疫細胞、iPS細胞等の機能を解明し、その情報を元に
ゲノム治療、リキッドバイオプシー等の技術開発に取
り組み医工学技術の発展に貢献する。これら最先端の
研究開発を通じて生命科学に関する教育研究を行う。

現在行われている工業的な化学製品の製造方法は、ほと
んどは、一定の運転条件下で連続的に行われている。こ
れに対して、最近、運転条件の変動する、いわゆる「非
平衡プロセス」を用いた製造が行われるようになってき
た。このような背景を踏まえ、非定常・非平衡な製造方
法の理論と実際について教育研究を行う。

次世代の高速鉄道を開発するために、高速化に対応した
車体設計法、軽量化技術、安全性の向上技術を中心とし
た高度な解析手法や設計手法について教育研究を行う。
さらには交通輸送システムとしての社会的な諸問題の解
析評価について教育研究を行う。

航空機、宇宙機開発にかかわる航空推進工学、高速空気
力学、空力／空力音響学及び回転翼、複合材料・構造工
学の研究を行う。航空推進工学では、航空エンジンシス
テムシミュレーション技術、高温タービンの耐熱・冷却
技術に関する研究を行う。高速空気力学では、超音速、
極超音速流れ、特に、エンジンインテーク、極超音速境
界層の制御法に関する研究を行う。空力／空力音響学及
び回転翼では、航空機の非定常CFD、ロケットの非線
形音響／音響透過、高速ヘリコプタに関する研究を行う。
複合材料・構造工学では航空宇宙機の複合材料・構造の
損傷、最適設計に関する研究を行う。

主に道路交通の安全を高め、より安心な社会環境基盤
を構築し、車両の安全を保証・検証・審査する、とい
う公共性の高い事業が展開されている連携先において、
本学における共生科学技術の基盤的研究を高度福祉社
会の発展のために応用することを目指した教育研究を
推進する。

ヒューマノイドロボットによる物体操作や搬送作業のため
の効率的な障害物回避動作計画アルゴリズム、動的バラン
スを考慮した全身運動制御手法、BCI（脳・コンピュータ
インタフェース）を用いたロボットの遠隔操作の研究。

中 村 徳 幸
中 村 　 史
金 　 賢 徹

垣 内 博 行
野 口 直 樹

瀧 上 唯 夫
松 井 元 英
佐久間　      　豊

山 根 　 敬
青 山 剛 史
渡 辺 　 安
平 野 義 鎭

関 根 道 昭

吉 田 英 一
ケダー　アブデラマン

ナ ノ 細 胞 工 学
（連携研究機関：国立研究開発
法人産業技術総合研究所）

非平衡プロセス工学
（連携研究機関：（株）三菱
ケミカルホールディングス）

交通輸送システム工学
（連携研究機関：（公財）鉄道
総合技術研究所）

宇 宙 航 空 工 学
（連携研究機関：国立研究開発
法人宇宙航空研究開発機構）

交 通 安 全 工 学
（連携研究機関：（独）自動車
技術総合機構、交通安全環境
研究所）

ヒューマノイド工学
（連携研究機関：国立研究開
発法人産業技術総合研究所）

応
用
化
学
専
攻

生
命
工
学
専
攻

専  攻 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 教 育 研 究 内 容
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自動車交通事故は、人的要因・道路環境要因・車両性能要

因など、複数の要因が関与して発生する。そのため、交通

事故を防ぐためには、要因間連鎖の特徴を明らかにし、事

故発生メカニズムに基づく予防安全対策が必要である。事

故背景要因把握のためのドライブレコーダデータ収集およ

び分析の手法、事故発生メカニズム仮説を検証するための

実験等について、特にヒューマンエラー対策を主眼とした

研究を推進する。

情報技術の高度化に応えるため、演算・記録・伝達の全て

の面で絶えざる革新が求められている。その課題は、量的

な面（高速化・大容量化･低消費電力化・低雑音化）と質

的な面（知能化・複合化・システム化・外部適合化）に分

けられる。これらを同時に解くキーテクノロジーとして、

寸法がナノメートルの系を対象とした技術が非常に重要に

なってきた。このような背景を踏まえ、微細系を対象とし

た情報解析技術や、情報機能制御などの教育研究を行う。

次世代の情報通信の幅広い応用分野及びそのキーテクノ

ロジーを支えるために、ワイヤレス通信用高周波デバイ

ス、通信方式、通信環境および電磁波計測技術などの基

盤研究に関する教育研究を行う。

生体医工学にかかわる電子工学（計測、信号処理、イン

タフェース、イメージング、シミュレーション、メカト

ロニクス等）に関する教育研究をおこなう。

センサー情報解析、機械学習、社会シミュレーションの

数理解析、サービス設計と社会実装などに関する研究。

都市空間と人のセンシングにより得られる情報を、対象

のモデルを用いた機械学習により解析・理解し、また実

センサーデータを用いた社会シミュレーションによる可

能世界の探索を実行することによって、都市空間におけ

る「都市の利便性・安全性」と「人の快適さと安心」を

実現する都市空間における情報学の研究を行う。

内 田 信 行

今 長 久

李 　 英 根

安 藤 正 彦

田 中 正 人

渡 辺 聡 一

遠 藤 　 聡

広　瀬　信　光

横　田　秀　夫

北　城　圭　一

吉　澤　　　信

村　山　正　宜

車　谷　浩　一

幸　島　明　男

山　下　倫　央

自動車予防安全工学
（連携研究機関：（一財）日本

自動車研究所）

先端電子情報システ
ム工学
（連携研究機関名：（株）日立

製作所中央研究所）

情報通信工学
（連携研究機関名：国立研究

開発法人情報通信研究機構）

バイオメディカルエ
レクトロニクス
（連携研究機関：国立研究開

発法人理化学研究所）

都市空間情報学
（連携研究機関：国立研究開

発法人産業技術総合研究所）
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東京農工大学大学院工学府

博士前期課程受験希望者　各位

東京農工大学小金井地区
事務部学生支援室入学試験係
電 話　０４２−３８８−７０１４
E-mail tnyushi@cc.tuat.ac.jp

下記の教員を指導教員として志望する場合は、必ず事前に上記の係まで連絡す

ること。

記

生命工学専攻 応用化学専攻 機械システム工学専攻　　 

田　中　幸　夫 任　　　　　利　　　　　　伊　東　道　生

田　中　秀　幸 佐　藤　容　子 佐　藤　　　健

畠　山　雄　二 古　矢　晋　一 浅　井　優　一

物理システム工学専攻　　　　電気電子工学専攻　　　　情報工学専攻

森　　  祐  希  子　　　　　　 飛　嶋　隆　信　　　　　篠　原　和　子

岡　野　一　郎　　　　　宇　野　良　子



6.　所　在　地

工学府　　　　〒184-8588　東京都小金井市中町2−24−16　　　　　蕁 042−388−7014

東京農工大学大学院工学府案内図

◎交通機関
小金井キャンパス　　   JR中央線　東小金井駅（新宿から約 22 分）nonowa口から徒歩約 6 分

南口から徒歩約 8 分

武蔵小金井駅（立川から約 13 分）から徒歩約20 分

東京農工大学大学院工学府
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ピーコック

社会医学
技術学院

栗山公園

ミニストップ

郵便局
さぼてん

ピタットハウス

セブンイレブン

モスバーガー

栗山公園前 駅入口
農工大通り

セブンイレブン

JR 中央線「東小金井駅」から小金井キャンパスへ
南口nonowa 口

(IC カードのみ )

小 金 井
キャンパス

JR中央線

徒歩約8分

東門

東小金井駅

徒歩約6分




